汽水域研究会2012年（第4回）大会　プログラム

2012年10月6日（土）　[会場：広島大学学士会館２F　レセプションホール]

12：55-13：00　開会の挨拶（汽水域研究会会長）

シンポジウム「瀬戸内海研究の一断面」

13：00－13：05　趣旨説明　野村律夫（島根大・教育学部）

13：05－13：45　基調講演「瀬戸内海の環境再生に向けた総括的取組み」

                       上嶋英機（広島工大・工学系研究科）

Ⅰ. 瀬戸内海の環境変化とその対策
13：45－14：05　硫化水素の抑制－今取り組むべき汽水域の最優先課題

                       山本民次（広島大・生物圏科学研究科）・

                       浅岡聡（神戸大・内海域環境教育センター）

14：05－14：25　瀬戸内海沿岸感潮域における栄養塩供給－特に地下水の役割に着目して－

                       小野寺真一・金広哲（広島大・総合科学研究科）

14：25－14：45　瀬戸内海における過去数百年間の生物多様性と海洋環境の変遷

                       入月俊明（島根大・総合理工学研究科）

（休憩）
Ⅱ. 環境修復へ向けた密度流拡散装置の現状と課題
14：55－15：15　密度流拡散装置の機能と効果

                       福田賢一（ナカシマプロペラ株式会社）

15：15－15：35　児島湾における潮汐過程の特徴

                       大久保賢治（岡山大・環境生命科学研究科）

15：35－15：55　水産資源管理と環境改善からみた装置への期待

                       高木秀蔵（岡山県農林水産総合センター）

15：55－16：15　密度流拡散装置の効果検証のためのメイオベントス（有孔虫群集）

                モニタリング調査

                       辻本彰・野村律夫（島根大・教育学部）

16：15－16：45　総合討論「汽水域研究会が果たすべき課題とは」

                       野村律夫（島根大・教育学部）

ポスターセッションコアタイム（ロビー）・総会（レセプションホール）

17：00－18：00
懇親会（広島大学北2食堂）

18：30－

2012年10月7日（日）　[会場：広島大学学士会館２F　レセプションホール]

スペシャルセッション「汽水域の新しい観測・解析技術」

9：00-9：05　趣旨説明　作野裕司（広島大学）

9：05-9：35　炭酸塩の微小領域同位体計測法と汽水域環境解析への応用

坂井三郎（海洋研究開発機構）・高安克己（島根大学名誉教授）

・David Dettman（アリゾナ大学）
9：35-10：05　光触媒を利用した水質浄化手法の研究

畠山恵介（鳥取県衛生環境研究所）・江坂享男（鳥取大学）

（休憩）
10：15-10：45　瀬戸内海の新たな環境課題の解決に向けた数値シミュレーションの取組み

石垣衛（広島工業大学）
10：45-11：15　リモートセンシングによる環境観測の最前線

作野裕司（広島大学）・渡辺豊（ルーチェサーチ株式会社）

11：25-11：55　総合討論「新しい観測・解析技術を汽水域研究に生かすには？」

作野裕司（広島大学）

11：55-12：00　閉会の挨拶（汽水域研究会副会長）

